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D・…n＆W・bb（1962） 2m／s 0．O015 0．0017
K・・d・（1962） 4 0．00！6 0．0018
Phmip・（1966） Lake5 0．0013 0．0015
Hi・k・＆Dy・・（ユ970） Or3 0．0013 0．0015




Kuni・hi（1963） Wind2 O．0016 0．0017
Hamada，Shibayama＆Kato（1963） tunnel一 0．0014 0．0015

















































































































WaVeS■ α H γ
Cn1 Crn Crn cm／s
1＜ 7 2．38 129 125
0．5－1 5 0．75 70 75








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〃。。m（m／S） 2 4 8 10
Cユ。m 0．O00970．000880．00！4 O．0015
〃＊　（・m／・） 6．2 11．8 29，9 38．7
δ　（Cm） 0，28 0．15
H＊（Cm）0，21 0．26 0．40 O．49
ゐρ　（・m） O1087 0．ユ1 0．16 0．20
H＊〃＊／リ 8．5 20 78 124
















































S・l1…　（1965） grass　or　forest 2－28Ch・mb・・1・i・（1968）工・g・1…　o・gh・e・・ 4－15Kond・（1971） sparse1y　placed　smal1roughness7．4
K・ni・hi（1963） water　in　the　wind　tunnel10，（3－30）
H・m・d・（1963） water　in　the　win〔1tunnel20，（5－60）
P・esent　study Sea　SurfaCe 16
で今回の海面に対する結果と比較し，数値的には同程度である．また，Kunishi（1963）の風
胴水槽実験からは
　　　　　　　　　　　　H〃＊／リ＜0．3ないし　1，　　（滑面流）　　　　　　　　（19）
　　　　　　　　　　　　肋＊／リ＞50　ないし200　　　（粗面流）　　　　　　　　（20）
であることがわかる．
　粗面流になったときのZ。とH＊またはん、との比は，今回の観測で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　∬＊／幼≒16，　　　　　　　　　（21）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乃ρ／・・≒7　　　　　　　　　　（22）
のごとくなる．従来の結果との比較を表10に示したが，特に風胴水槽実験のKunishi（1963）
とHamada（1963）の結果に近いことがわかる．今回の，数Hzから30Hzの範囲の周波
数を持つ海面砕波によってつくられる海面突起高H＊または伽を用いて得た結果が，これ
までの風胴実験結果や，周波数の高い表面張力重力波しか生じない風胴水槽による結果と似
た数値を得たことは重要である．これは第2節でのべた研究の背景で予想したことを裏づけ
するものである．すなわち，海面抵抗は砕波などを含む高周波成分でつくられる粗度体の形
状抵抗による寄与が大きく，数秒以上の低周波重力波による寄与は小さいと推測される．最
近のWu（1972）の論文においてもこのことが示唆され，風速が7m／s付近を境にして海上
風は粗面流になるが，高周波成分でつくられる平均海面傾斜と風速の関係も7m／sを境にし
て異なる関数形になることがCox＆Munk（1954）のデータを用いて示された．
10．結　　　論
　海面波浪の高周波成分を観測した．風速が4～5m／sを越えると白波が見られるようにな
り，砕波は風速とともに指数関数的に増加する．砕波の大きさは数mmから数Cmの程度
で，波の峰のところで起こることが多い．白波と認められない場合でも，かなり大きな波浪
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高周波成分がしばしば生じている．数Hzから30Hzの高周波成分でつくられる海面突起
の大きさは，風速が2～4m／s以上で層流境界層の厚さを越えるので，海面は空気力学的に
滑面から粗面に変わるものと一思、われる．この臨界レイノルズ数は10で，これまでの風胴実
験から知られている数値に近い．また，従来の報告によると，風速が8～10m／s以上になる
と，水面上の風は十分に発達した粗面流になると認められているが，このときの波浪高周波
成分による海面突起の大きさでつくられるレイノルズ数は100程度となり，突起高と空気力
学的粗度高の比は10となり，いずれもこれまでの風胴実験から得られている数値に近い．
　　以上の事実から，海面の形状抵抗は表面張力波や表面張力重力波を含む波浪高周波成分に
依存し，数秒以上の長い周期の波浪成分による影響は少ないことが推測される．
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